
　平成27年度エゾシカ可猟区域の期間は、平成27年

10月１日～平成28年３月31日となっています。

　国有林への狩猟のための入林手続きの詳細は、下記

ホームページをご確認ください。

　国有林では事故が発生することのないように、猟銃

事故の防止及び残滓処理の徹底などマナー向上のご協

力をお願いします。

　また、狩猟期間中における一般の方の国有林への入

林は規制していますが、皆さまのご理解とご協力をお

願いします。

◎問い合わせ先

　留萌南部森林管理署　緯 ４２－２５１５
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　林野庁北海道森林管理局留萌南部森林管理署では、

国有林の森林計画に関する「地元意見交換会」を開催

します。

　国有林の森林計画づくりに広く一般からの意見・要

望の聴取を目的としたものです。

　参加希望者は、氏名・住所などを10月９日（金）まで

に連絡してください。

◆日程

　10月21日（水）　13：30～16：00

◆場所

　留萌市中央公民館小ホール

　（留萌市見晴町２丁目27番地）

◎問い合わせ先

　留萌南部森林管理署　緯 42－2515

　担当：相澤

（強化月間　平成27年９・10月の２ヶ月間）

「えっ本当！車に乗るのに点検整備やってないの？」

～安全と環境保全はクルマの点検整備が必要です～

◎問い合わせ先

　北海道運輸局旭川運輸支局検査整備保安部門

　緯 0166－51－5363

森林管理署「地元意見交換会」のご案内

「自賠責の期限切れに気を付けて！」

　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるもの

の、平成26年の事故発生件数は約57万件、死傷者数は

約71万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害

者にもなり得る極めて深刻な状況となっています。

　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっ

ても加害者にとっても悲惨な結果をもたらすものです。

　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク１台

ごとに加入が義務づけられており、加害者の賠償責任

を担保することで、被害者の基本的な賠償を保障する

制度であり、被害者の救済を目的としています。

　一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、

保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・

認識することがとても大切です。

◆自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本

的な対人賠償を目的として、自動車損害賠償保障法に

基づき、原動機付自転車を含むすべての自動車に加入

が義務づけられており、自賠責保険・共済なしで運行

することは法令違反ですのでご注意下さい！

◎問い合わせ先　　

　北海道運輸局旭川運輸支局　緯 0166－51－5272

◆日時　　　　　　

　10月２日（金）

　☆鬼鹿公民館前　　　 9：00～10：00

　☆おにしか更生園前　10：20～11：20

　☆小平町役場前　　　13：00～14：40

　☆南るもい農協前　　15：00～16：00

※患者さんの輸血時の副作用を軽減するため、医療機

関では400ｍｌ献血由来製剤の需要が年々増加して

いますので、400ｍｌ献血に多くの方のご協力をお願

いいたします。

◎問い合わせ先

　保健福祉課福祉係（内線273）

自賠責保険・自賠責共済のご案内

自動車点検整備推進運動実施中

エゾシカ可猟期間中のお願いについて

献血車ひまわり号が来庁します ！ ！
～献血はみんなのできる助け合い～
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